
と
思
っ
た
。
妻
い
わ
く
「
一
人
で
食
べ

る
時
は
種
ご
と
食
べ
る
が
、
人
前
で
は

少
し
だ
け
出
し
て
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ

し
、
あ
と
は
食
べ
る
派
」
だ
そ
う
だ
。

ス
イ
カ
の
食
べ
方
ひ
と
つ
で
も
三
者
三

様
で
あ
る
。

今
夏
の
学
修
高
校
の
部
に
は
約
700

名
の
生
徒
の
参
加
が
見
込
ま
れ
る
。
と

い
う
こ
と
は
、
同
じ
高
校
生
と
い
っ
て

も
、

人
そ
れ
ぞ
れ
が
違
っ
た
考
え

700

方
や
価
値
観
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。前

真
柱
様
は
、
学
修
の
ス
タ
ッ
フ
を

務
め
る
者
の
心
構
え
と
し
て
、
「
布
教

と
い
う
こ
と
を
心
掛
け
て
取
り
組
む
よ

う
に
」
と
お
話
し
く
だ
さ
っ
た
。
700

人
に
布
教
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

通
700

り
以
上
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
が
あ
る

は
ず
で
あ
る
。

「
高
校
生
」
と
一
括
に
す
る
の
で
は

な
く
、
考
え
方
も
一
人
ひ
と
り
違
っ
て

い
て
、
私
た
ち
の
感
覚
と
か
け
離
れ
て

い
て
も
、
否
定
す
る
こ
と
な
く
受
容
し

て
、
相
手
側
の
目
線
に
立
っ
て
接
し
て

令和 5年 学生担当委員会 活動方針
「教祖を慕い、ひながたを辿る喜びを共に味わおう」

----------------------------------------------------------------------
副
委
員
長

勝
村

宏
樹

---------------------------------------------------------------------------------

7
勝
村
宏
樹
副
委
員
長
出
向

名
103

・
宮
崎

５
月
１
日

教
務
支
庁

西
田
昭
芳
委
員
出
向

名
25

直
属
学
生
層
育
成
者
講
習
会

・
日
本
橋

５
月
２
日

大
教
会

飯
降
好
助
委
員
出
向

名
140

・
高
松

５
月
６
日

大
教
会

中
山
祥
吉
副
委
員
長
出
向

名
100

・
都

５
月
７
日

大
教
会

中
山
祥
吉
副
委
員
長
出
向

名
50

・
本
愛

５
月

日

大
教
会

13
勝
村
宏
樹
副
委
員
長
出
向

名
250

・
髙
知

５
月

日

大
教
会

18
中
山
祥
吉
副
委
員
長
出
向

名
150

・
越
知

５
月

日

大
教
会

20
越
智
久
輝
委
員
出
向

名
65

・
都
賀

５
月

日

大
教
会

21
中
山
祥
吉
副
委
員
長
出
向

名
80

・
紀
陽

５
月

日

大
教
会

21
山
田
作
雄
委
員
出
向

名
70

・
中
津

５
月

日

大
教
会

22清
水
慶
政
委
員
長
出
向

名
120

・
岐
美

５
月

日

大
教
会

22
中
山
祥
吉
副
委
員
長
出
向

名
200

・
南
紀

５
月

日

大
教
会

22
越
智
久
輝
委
員
出
向

名
180

81

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

ま
た
、
私
た
ち
が
自
分
の
知
恵
や

力
を
頼
っ
て
、
こ
の
子
の
心
を
変
え

て
や
ろ
う
と
思
う
の
で
は
な
く
、
若

い
人
が
自
分
の
力
で
変
わ
っ
て
い
け

る
よ
う
な
環
境
や
場
面
を
提
供
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
環
境
や

場
面
と
い
う
の
が
学
修
や
学
生
会
で

あ
っ
て
、
そ
こ
へ
声
を
掛
け
て
い
く

こ
と
が
、
育
成
者
と
し
て
の
大
き
な

つ
と
め
で
あ
る
。
高
校
生
と
い
う
時

期
は
多
感
で
吸
収
力
の
高
い
、
言
わ

ば
、
ま
な
び
の
旬
で
あ
る
。
こ
の
旬

に
教
祖
の
み
教
え
に
触
れ
合
宿
し
な

が
ら
お
ぢ
ば

、
、
、
で
過
ご
す
こ
と
で
、
今

後
の
彼
ら
の
人
生
に
ひ
と
味
も
ふ
た

味
も
違
っ
た
旨
味
を
親
神
様
か
ら
与

え
て
い
た
だ
け
る
。
高
校
生
の
と
き

に
誘
っ
て
も
ら
っ
た
学
修
が
、
こ
れ

か
ら
信
仰
し
て
い
く
上
で
の
大
き
な

き
っ
か
け
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
ど

う
か
高
校
生
が
み
教
え
を
学
ぶ
旬
を

逃
す
こ
と
の
な
い
よ
う
お
互
い
本
気

で
声
を
掛
け
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
。

・
中
河

５
月

日

大
教
会

23越
智
久
輝
委
員
出
向

名
138

・
西
宮

５
月

日

大
教
会

23飯
降
好
助
委
員
出
向

名
90

・
防
府

５
月

日

大
教
会

23東
井
申
雄
委
員
出
向

名
100

・
東
海

５
月

日

大
教
会

23小
西
祥
治
委
員
出
向

名
90

・
五
条

５
月

日

大
教
会

23
中
山
祥
吉
副
委
員
長
出
向

名
80

・
大
原

５
月

日

大
教
会

23
勝
村
宏
樹
副
委
員
長
出
向

名
85

・
櫻
井

５
月

日

大
教
会

24
勝
村
宏
樹
副
委
員
長
出
向

名
170

・
島
ヶ
原

５
月

日

大
教
会

24
中
山
祥
吉
副
委
員
長
出
向

名
110

・
明
城

５
月

日

大
教
会

24置
田
善
道
委
員
出
向

名
90

・
治
道

５
月

日

大
教
会

24
清
水
慶
政
委
員
長
出
向

名
90

・
小
南
部

５
月

日

大
教
会

30越
智
久
輝
委
員
出
向

名
14

《
立
教

年
５
月

日
付
》

186

25

【
直
属
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】

・
仙
田

聡
（
撫
養
・
岩
津
）

----------------------------------------------------------------------

５
月

日
17

日
24

日
25

日
26

日
27

６
月
６
日

７
日日

11
日
12

日
13

日
14

日
15

学
生
連
絡
会

担
当
者
活
動
部
部
会

広
報
室
会
議

委
員
会

直
属
担
当
者
懇
談
会

例
会

学
生
生
徒
修
養
会
高
校
の
部
準
備
会
議

学
生
担
当
委
員
会
全
体
研
修
会（

～

日
）

28

人
材
育
成
部
部
会
（Zoom

)

ま
な
び
ば
チ
ー
ム
会
議

勉
強
会
チ
ー
ム
会
議

学
修
部
部
会

高
校
の
部
研
究
室

広
報
室
会
議

委
員
会

担
当
者
活
動
部
部
会

学
生
連
絡
会

大
学
の
部
研
究
室

高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
研
究
室

事
務
局
連
絡
会

---------------------------------------------------------------------------------

《
立
教

年
５
月

日
～
６
月

日
》

186

16

15

夏
の
代
名
詞
と
言

え
ば
、
海
、
花
火
、
ス

イ
カ
、
こ
ど
も
お
ぢ

ば
が
え
り
、
夏
の
学
修
な
ど
い
ろ
い
ろ

と
頭
の
中
に
浮
か
ん
で
く
る
。

ス
イ
カ
な
ど
の
果
物
や
野
菜
は
、
農

業
技
術
の
発
達
に
よ
っ
て
い
つ
で
も
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
で
も
や
っ

ぱ
り
旬
に
食
べ
る
と
ひ
と
味
も
ふ
た
味

も
違
う
。
６
・
７
月
に
旬
を
迎
え
る
ス

イ
カ
は
好
物
の
一
つ
で
、
子
供
の
頃
は

白
い
所
ま
で
か
ぶ
り
つ
い
て
い
た
の
で

食
べ
終
え
た
皮
を
見
た
人
か
ら
は
「
お

前
の
だ
け
メ
ロ
ン
や
っ
た
か
？
」
と
言

わ
れ
て
い
た
。
先
日
教
会
の
昼
食
で
、

お
下
が
り
の
ス
イ
カ
を
頂
い
た
。
す
る

と
青
年

の
食
べ
終
わ
っ
た
皿
に
は

Y

全
く
種
が
な
い
。
私
や

の
妻

の

Y

M

皿
に
は

粒
は
あ
る
。
私
が
「
一
人

20

だ
け
種
な
し
ス
イ
カ
や
っ
た
か
？
」
と

聞
く
と
「
僕
は
種
を
食
べ
る
派
で
す
」

と
答
え
た
。
そ
ん
な
派
閥
が
あ
る
こ
と

に
驚
い
た
。
続
い
て
妻
の
皿
を
見
る
と

６
粒
種
が
出
し
て
あ
っ
た
。「
少
な
い
」

「

ま

な

び

の

旬

」

・
籠
尾
辰
美
（
西
陣
・
榮
立
）

・
稲
波
博
史
（
山
國
・
弓
博
）

・
北
村
洋
行
（
東
神
田
・
東
住
吉
）



教区 開催日時 会場 担当者 連絡先

山形
7月 8日 10時

～9日 15時
教務支庁 佐藤善太郎 023-656-8420

栃木
7月 23日 10時

～14時
教務支庁 若林 昭朝 090-7284-0905

鹿児島
7月 22日 13時 30分

～23日 13時 15分
國府分教会 久木田教和 080-4693-5947

期
日
：
立
教

年
７
月

日

186

25

時
間
：

時

分
受
付

時
開
始

15

30

16

会
場
：
東
右
第
四
棟
４
階
講
堂

教
区

・
岩
手

７
月
１
日

時
～

教
務
支
庁

10

直
属

・
錦
江

７
月
６
日

時

分
～

大
教
会

12

30

・
東
本

７
月

日

時
～

大
教
会

16

12

・
中
根

７
月

日

時
～

大
教
会

20

12

・
甲
府

７
月

日

時
～

大
教
会

22

15

・
芦
津

７
月

日

時
～

大
教
会

23

12

・
蒲
生

７
月

日

時
～

大
教
会

23

11

・
京
城

７
月

日

大
教
会

23

去
る
５
月

日
、

母
屋
９
階
大
広
間
に
お
い
て
「
５

25

38

月
例
会
」
を
開
催
。
出
席
は

教
区
、

直
属
。

30

110

教
区
学
生
層
育
成
者
講
習
会

・
福
岡

５
月
１
日

教
務
支
庁

27

-----------------------------------------------------------------------------

-------------------------------------------------------------------------------

楽
し
み
な
が
ら
、
熱
心
に
受
講
さ
れ
て
い
た
。

研
修
会
終
了
後
、
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
が
「
私
は
喫
煙
者
だ
が
、
今
持
っ
て

い
る
タ
バ
コ
を
最
後
に
禁
煙
し
た
い
と
思
う
。
今
回
、
か
し
も
の
・
か
り
も

の
を
学
び
、
そ
し
て
年
祭
に
向
け
て
、
何
か
で
き
る
こ
と
と
な
る
と
、
禁
煙

だ
と
思
っ
た
。
行
事
を
通
し
て
神
様
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
い
た
よ
う
に
思

う
」
と
話
し
て
く
れ
た
。
参
加
者
か
ら
も
同
じ
よ
う
に
体
へ
の
感
謝
や
、
そ

れ
を
続
け
る
こ
と
な
ど
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
は
「
ま
な
び
ば
」

の
要
素
を
強
め
、
テ
ー
マ
に
関
す
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
体
験
か
ら
「
お
は
な
し
」

で
教
理
を
聞
く
と
い
う
流
れ
も
含
め
、
そ
の
良
さ
感
じ
て
も
ら
え
た
と
思
う
。

こ
の
研
修
会
を
通
し
て
個
人
的
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
ご

用
に
対
す
る
姿
で
あ
っ
た
。
本
番
前
日
に
行
わ
れ
た
事
前
研
修
で
は
、
次
々

に
質
問
が
飛
び
、
相
当
な
熱
意
を
感
じ
た
。
本
番
で
も
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
、

ほ
ぼ
資
料
に
目
を
通
す
こ
と
な
く
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
進
め
て
い
た
。
本
番
終

了
後
に
、
そ
の
あ
た
り
を
尋
ね
る
と
「
来
る
前
に
し
っ
か
り
勉
強
し
て
き
た

か
ら
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
こ
の
ご
用

に
対
し
て
見
え
な
い
と
こ
ろ
か
ら
真
実
を
尽
く
す
姿
勢
が
本
当
に
素
晴
ら
し

い
と
感
じ
た
。

翌

日
に
は
伝
道
庁
５
月
月
次
祭
祭
典
講
話
に
代
え
て
「
学
生
層
育
成
者

14

講
習
会
」
を
約

名
の
参
拝
者
を
対
象
に
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

390

日
は
、
フ
ォ
ス
・
ド
・
イ
グ
ア
ス
教
会
へ
移
動
し
「
ミ
ニ

研

15

H
A
R
P

修
会
」
を
開
催
し
た
。
こ
こ
で
は
老
若
男
女

名
の
参
加
者
を
三
つ
の
班
に

30

分
け
て
、教
会
子
弟
の
４
人
が
ス
タ
ッ
フ
を
務
め
「
カ
ラ
ダ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

そ
し
て
「
お
は
な
し
」
を
実
施
し
、
か
し
も
の
・
か
り
も
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
に
つ
い
て
学
び

を
深
め
た
。

今
回
ス
タ
ッ
フ
を
務
め
て
く
れ
た
教
会
長
子
弟
の
４
人
は
、仕
事
か
ら
帰
っ

て
き
て
す
ぐ
に
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
そ
の
ま
ま
本
番
を
迎
え
た
が
、
参
加

-------------------------------------------------------------------------------

去
る
５
月

日
、
ブ
ラ
ジ
ル
伝
道
庁
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

13

に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
か
ら
４
年
ぶ
り
に
「

研
修
会
」
が

H
A
R
P

開
催
さ
れ
た
。

事
前
の
打
ち
合
わ
せ
で
、
テ
ー
マ
を
「
心
定
め
」
に
で
き
な
い
か
？

と
の

相
談
を
受
け
た
。
教
祖
百
四
十
年
祭
に
向
か
う
年
祭
活
動
、
三
年
千
日
の
最

中
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
今
回
は
「
ま

な
び
ば
」
の
要
素
を
強
く
し
、
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
体
験
の

後
に
「
お
は
な
し
」
を
聞
く
こ
と
で
、
よ
り
テ
ー
マ
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
令
和
２
年
度
の
「
か
し
も
の
・

か
り
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
元
に
し
て
内
容
を
ブ
ラ
ジ
ル

版
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
。
最
初
の
「
カ
ラ
ダ
ス
ゴ
ロ
ク
」
で
は
、
ス
ゴ
ロ
ク
を

し
な
が
ら
お
互
い
を
知
り
合
う
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
に
答
え
、
時
に
は
体
を
動

か
し
た
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
版
早
口
言
葉
な
ど
で
親
睦
を
深
め
た
。
そ
の
後
メ
イ

ン
の
「
カ
ラ
ダ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
で
は
、
全
体
司
会
役
の
ス
タ
ッ
フ
（
教

会
長
夫
人
）
が
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
明
る
い
雰
囲
気
で
進
行
し
、
風

船
な
ど
を
使
用
す
る
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、
身
体
の
不
思
議
を
体
感
し
た
。
続

い
て
「
お
は
な
し
」
の
中
で
、
「
か
し
も
の
・
か
り
も
の
」
「
親
神
様
の
ご
守

護
」「
教
祖
」「
年
祭
活
動
」「
心
定
め
」
と
初
め
て
教
理
に
触
れ
、
最
後
の
「
＃

カ
ラ
ダ
に
い
い
ね
！
」
で
は
、
体
の
中
で
感
謝
で
き
る
こ
と
を
探
し
、
年
祭

活
動
と
し
て
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
も
ら
う
内
容
で
実
施
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は

歳
～

歳
ま
で
の

人
。

班
体
制
で
の
研
修
会
と

21

81

75

10

な
っ
た
。
学
生
向
き
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
が
、
ど
の
年
齢
層
の
参
加
者
も

ブ

ラ

ジ

ル

伝

道

庁

研

修

会

出

向

報

告

H

A

R

P

委

員

清

水

学

高校生の集い まなびば会場一覧



63

者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
一
生
懸
命
に
動
く
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

研
修
会
後
の
直
会
で
は
、
参
加
者
が
準
備
な
ど
に
積
極
的
に
動
き
、
ま
た

ゆ
っ
く
り
と
教
会
で
過
ご
す
姿
を
見
て
、
魅
力
の
あ
る
教
会
を
体
感
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

余
談
で
あ
る
が
実
は
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
元
に
な
っ
て
い
る
「
ま
な
び

ば
」
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
、
私
自
身
が
「
ま
な
び
ば
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
制
作

チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
た
当
時
に
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
年
か
け
て
、
そ
れ
な
り
に
苦
労
し
て
制
作
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
言
語
も

異
な
る
地
球
の
反
対
側
で
実
施
さ
れ
、
参
加
者
が
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
姿
が

本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
当
時
の
チ
ー
ム
へ
報
告
を
し
た
が
、

皆
、
驚
き
と
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
こ
こ
で
も
大
き
な
勇
み
の
種
を
頂

い
た
。

お
ぢ
ば
か
ら
、
距
離
で
言
え
ば
一
番
遠
い
国
で
あ
る
が
、
こ
の
教
え
を
身

に
付
け
勇
ん
で
日
々
実
行
し
て
い
る
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
た
。3000km

離
れ
た
所
か
ら
伝
道
庁
へ
来
ら
れ
、
一
生
懸
命
真
実
を
尽
く
す
。
仕
事
を
休

ん
で
夜
遅
く
ま
で
準
備
を
す
る
。
相
手
の
こ
と
を
思
っ
て
動
く
中
に
、
ま
ず

自
分
た
ち
が
楽
し
ん
で
通
る
。
直
属
は
バ
ラ
バ
ラ
の
メ
ン
バ
ー
が
学
担
と
い

う
ご
用
で
一
つ
に
な
り
喜
び
勇
ん
で
務
め
る
。
そ
ん
な
空
気
に
触
れ
、
信
仰

の
あ
り
が
た
さ
、
陽
気
ぐ
ら
し
へ
向
か
う
姿
を
感
じ
た
。

さ
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
出
向
が
決
ま
っ
て
か
ら
、
私
の
中
で
は
、
そ
の
こ
と
が

頭
か
ら
離
れ
る
日
は
な
く
、
現
地
に
い
る
間
も
、
ど
こ
か
夢
を
見
て
い
る
よ

う
な
期
間
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
の
で
、
現
地
で
時
差
ボ

ケ
や
疲
れ
を
感
じ
る
こ
と
も
さ
ほ
ど
な
か
っ
た
が
、
帰
り
の
飛
行
機
で
は
寝

続
け
た
。
ド
バ
イ
か
ら
関
空
ま
で
の
９
時
間
以
上
、
席
を
立
つ
こ
と
が
な
か
っ

た
。
夢
を
見
る
こ
と
も
な
く
。
お
か
げ
で
未
だ
時
差
ボ
ケ
が
わ
か
ら
な
い
ま

ま
で
あ
る
。

立教 186年 道の学生ひのきしん DAY要項

《趣 旨》 親神様のご守護に感謝し、道につながる学生がそれぞれの場所で、

仲間と共に笑顔でたすけ合ってひのきしんを行い、勇んだ姿を周

りに映し、親神様・教祖にお喜びいただく。また、ひのきしんの

意味を知り、身の回りの有り難いことにたくさん気づく。

《期 日》 立教 186年（令和 5年）9月 18日（月・祝）

《参加対象》 高校生、大学生、短期大学生、大学院生、専門学校生など

《主 催》 天理教学生会

《会 場》 会場一覧を「天理教学生会 公式 Instagram」に掲載します。
（8月中旬以降）

青

空

冒
頭
か
ら
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
度
転
職
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

現
職
は
正
社
員
で
あ
り
な
が
ら
、
ご
用
で
休
み
が
取
れ
る

あ
り
が
た
い
職
場
で
し
た
が
、
三
年
千
日
一
年
目
を
迎
え
、

今
以
上
に
ご
用
を
務
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
、
ま
た
私
自
身

も
挑
戦
し
て
み
た
い
仕
事
と
出
合
っ
た
た
め
思
い
切
っ
て
転

職
を
決
め
ま
し
た
。

職
種
の
都
合
上
、
退
社
か
ら
入
社
ま
で
を
１
ヶ
月
あ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
期
間
で
学
生
生
徒
修
養

会
高
校
の
部
が
務
め
ら
れ
た
ら
最
高
だ
と
思
い
、
入
社
を
９

月
で
志
願
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
私
は
考
え
て
い

な
か
っ
た
の
で
す
。
入
社
し
て
半
年
間
は
試
用
期
間
で
、
有

給
が
ま
だ
付
与
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
。

そ
の
事
実
を
聞
い
た
と
き
、
部
員
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
学
生
生
徒
修
養
会
大
学
の
部
に
参
加
で
き
な
い
の
で
は
な

い
か
と
心
拍
数
が
上
が
り
ま
し
た
。

焦
っ
た
私
は
恐
る
恐
る
聞
き
ま
し
た
「
何
月
に
有
給
付
与

さ
れ
ま
す
か
？
」「
３
月
１
日
か
ら
で
す
ね
」

ほ
っ
と
胸
を
撫
で
下
ろ
し
ま
し
た
。

転
職
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
少
し
で
も
ず
れ
れ
ば
学
修
へ
の
参

加
が
難
し
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
親
神
様
の
お
導
き
を

感
じ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

新
た
な
環
境
で
よ
り
一
層
、
年
祭
活
動
に
邁
進
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
材
育
成
部
部
員

圓
藤

希

---------------------------------------------------------------------------------

-------------------------------------------------------------------------------

［Instagram］
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直

属

担

当

者

懇

談

会

開

催

報

告

去
る
５
月

日
、
本
部
第
三
十
八
母
屋
に
お
い
て
、
直
属
担
当
者
懇
談

25

会
を
４
年
ぶ
り
に
開
催
し
、

の
直
属
、

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

85

115

最
初
に
清
水
委
員
長
よ
り
、
学
生
層
育
成
の
柱
と
も
言
え
る
学
生
生
徒

修
養
会
高
校
の
部
の
内
容
を
知
り
、
学
修
の
存
在
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を

伝
え
る
こ
と
が
直
属
担
当
者
の
役
割
で
あ
り
、
ま
た
内
容
を
知
る
こ
と
で

受
講
し
た
生
徒
の
事
後
の
声
掛
け
、
丹
精
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
旨
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
学
生
生
徒
修
養
会
部
・
置
田
部
長
よ
り
、
今
回
の
高
校
の
部
の

内
容
、
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、

期
間
が
５
日
間
に
短
縮
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
校
舎
で
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の

時
間
が
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
主
体
の
内
容
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
昨
年

よ
り
、
服
装
が
私
服
へ
変
わ
り
、
携
帯
電
話
や
装
飾
品
な
ど
の
禁
止
事
項

を
取
り
や
め
た
こ
と
に
つ
い
て
、
個
性
の
尊
重
や
、
周
囲
へ
の
配
慮
を
学

ん
だ
り
、
心
の
交
流
を
図
り
、
信
仰
を
伝
え
て
い
く
こ
と
に
重
き
を
置
く

指
導
方
針
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
学
生
担
当
委
員
会
、
元
部
員
２
名
に
よ
る
体
験
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
柏
木
紗
美
子
さ
ん
は
、
自
身
が
高
校
時
代
、
人
間
関
係
で
苦

し
ん
で
い
た
時
に
、
直
属
の
学
担
の
先
生
か
ら
学
修
の
お
誘
い
を
頂
い
て

受
講
し
、
初
め
て
同
世
代
と
信
仰
を
語
り
合
う
中
で
、
抱
え
る
悩
み
や
苦

し
み
は
自
分
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を
知
り
、学
修
を
通
じ
て
教
え
に
触
れ
、

自
ら
の
心
の
持
ち
方
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
や
、
親
々
の
お
陰
で

神
様
に
も
た
れ
て
通
れ
る
あ
り
が
た
さ
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
学
修
に
お
誘
い
し
育
成
す
る
立
場
に
な
っ
て
、

自
分
の
経
験
を
も
と
に
、
今
の
時
代
を
生
き
、
人
知
れ
ず
悩
み
を
抱
え
る

生
徒
の
心
の
向
き
が
変
わ
る
学
修
に
、
こ
れ
か
ら
も
諦
め
ず
声
を
掛
け
て

い
き
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
古
川
照
樹
さ
ん
は
、
自
身
が
学
修

ス
タ
ッ
フ
と
し
て

年
間
務
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
台
に
「
学
修
は
親

17

神
様
、
教
祖
を
求
め
、
人
と
人
が
真
剣
に
向
き
合
い
成
長
で
き
る
場
で
あ

り
、
そ
の
本
気
の
場
に
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
も
、
一
人
で
の
多

く
の
人
に
、
お
ぢ
ば

、
、
、
で
し
か
味
わ
え
な
い
経
験
を
し
て
欲
し
い
」
と
、
共

に
お
ぢ
ば

、
、
、
で
お
育
て
い
た
だ
く
大
切
さ
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
体
験
発
表
の
後
、
シ
ェ
ア
タ
イ
ム
と
し
て
４
人
ず
つ
の
グ
ル
ー

プ
を
作
り
、
発
表
を
聞
い
て
の
感
想
や
そ
こ
で
得
た
気
付
き
な
ど
を
話
し

合
い
、
こ
れ
か
ら
の
学
修
動
員
へ
の
声
掛
け
を
は
じ
め
、
重
点
活
動
項
目

の
一
つ
で
あ
る
「
学
生
の
た
め
に
使
う
時
間
を
増
や
そ
う
」
へ
の
取
り
組

み
な
ど
を
ね
り
あ
い
ま
し
た
。

最
後
に
中
山
副
委
員
長
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
学
修
と
変
わ
っ
た
点
も
多

く
あ
る
が
、
変
わ
ら
な
い
こ
と
は
、
何
よ
り
も
お
ぢ
ば
の
温
か
さ
、
教
祖

の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、そ
の
こ
と
を
心
に
持
っ
て
、

身
近
な
学
生
さ
ん
、
教
会
長
さ
ん
に
声
を
掛
け
て
も
ら
い
た
い
と
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
特
に
、
３
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
直
属
担
当
者
同
士
が
話
し
合

え
る
場
が
無
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
直
属
の
先
生
方
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

立教 186年こどもおぢばがえり大学生ひのきしん
日程 令和 5年 7月 27日～8月 6日

いずれも、7時受付～7時 15分集合完了 18時頃解散
上記 11日間のうち、参加希望日をお申し込みください。（複数日可）
なお、遅刻・中抜け・早退はできません。

受付 旧かがみ寮：〒632-0016 奈良県天理市川原城町 600

参加対象 大学生・大学院生・専門学校生

内容 回廊拭きひのきしん受け入れなど

申込方法 申込者本人が右の QRコードから、Googleフォームにてお申し込みくだ
さい。申込締切は 7月 15日です。

備考 ・参加者へ、別途参加に関する連絡などは行いません。

・合宿体制は取りません。自宅や詰所などから通いでの参加となります。

・昼食、夕食は用意します。

・参加費はありません。

・参加をキャンセルする場合は、学生担当委員会事務局へご連絡くださ

い。

ただし、7月 27日～8月 6日は【080-3723-0404】へご連絡ください。

立教 186年 学生生徒修養会 高校の部に関するお知らせ
・バス送迎について

系統を問わずバス送迎をされる教区直属の情報を、例年一覧にして掲載していま

したが、今年は見合わせます。

毎年、乗り合わせて帰参している教区や直属の動きを制限するものではありませ

んが、乗り合わせる際は体調管理など配慮してお帰りください。

・定員の順守について

募集定員（700名）を上回る申し込みは受け付けられません。申し込み状況など
はホームページ（TSA Website）に随時掲載する予定ですので、ご確認ください。

-------------------------------------------------------------------------------


